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内容

 2020年後半に厚労省ABに提出された見通しを振り返る

 その他の厚労省ABに提出された見通しに関するレポート
 （2021年7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_Slides_20210705.pdf

 （2021年12月23日）2021年後半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_ABOutlook2021_20211223.pdf

 （2022年8月24日）2022年前半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-28/
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重要ポイント

 2020年専門家会議と同様に単発分析の提示が中心

 第4回・第7回・第17回〜第19回

 新規発症患者数・新規感染者数のバックキャスティング・ナウキャスティングが中心

 今後の見通しの提示は2回のみ（12月10日、12月22日）。

 超短期プロジェクション

 中長期の見通しは一度も提示されず

 妥当な予測や見通し作成に必要なシステム構築に時間がかかっていた可能性

 20年7月30日議事概要：「ナウキャスティングを精いっぱいやっている形」

 20年11月24日議事概要：「例えば重症患者数の予測というのを今、私自身も厚労省の医療体制班の事務局の方々とプロトタイプのようなものをつくって
いるし、ここ最近だとGoogleが予測で入院患者数の予測というのをやってくれるので、複数の短期予測で入院患者数とか重症患者数というのがちょっと
先を見通せるようになっている。今の逼迫している状態では、モニタリングをちゃんとしておいて、（中略）より強い対応をするかどうかを判断してい
く準備をしないといけない」 3



背景

 「（2021年7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し」の「おわりに」から引用
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参考資料
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000654495.pdf

第4回（7月30日）

 資料2-2

 東京都と大阪・兵庫・京都における、新規発症者数のバックキャスティング・ナウキャスティング
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000654496.pdf

第4回（7月30日）

 資料2-3

 東京都において、発症から報告までの遅れを考慮したバックキャスティング・ナウキャスティング
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000666932.pdf

第7回（9月2日）

 資料2-2

 首都圏と関西圏において、人流データを用いた実行再生産数のバックキャスティング・ナウキャスティング
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000704454.pdf

第17回（12月10日）

 資料2-2

 北海道・東京都・愛知県・大阪府における実行再生産数のバックキャスティング・ナウキャスティング
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000704454.pdf

第17回（12月10日）

 資料2-3

 東京都・大阪府における、重症患者数の見通し
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000706189.pdf

第18回（12月16日）

 資料2-2

 北海道・東京都・愛知県・大阪府における実行再生産数のバックキャスティング・ナウキャスティング



12
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000709114.pdf

第19回（12月22日）

 資料2-2

 全国の新規症例数の見通し
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 過去・現在の政策分析と研究

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/

 https://covid19-icu-tool.herokuapp.com/

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
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